
今月の表紙

りんどうヶ丘小学校３・４年生はサプ

ライズ登場したくまモンと一緒に稲刈

りを体験。市原保育園児はお弁当を

持って中原保育園に芋掘り遠足に行

き、実りの秋を満喫しました。
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令
和
５
年
第
３
回
南
小
国
町

議
会
（
定
例
会
）
が
９
月
12
日

に
召
集
さ
れ
、
９
月
15
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
主

な
議
案
は
、
令
和
４
年
度
南
小

国
町
健
全
化
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
の
報
告
案
件
の
ほ
か
、

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

な
ど
の
人
事
案
件
２
件
、
そ
の

他
２
件
（
町
道
路
線
の
廃
止
・

認
定
）、
令
和
５
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
の
予
算
案
件

が
８
件
、
令
和
４
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
な
ど
の

認
定
案
件
が
８
件
あ
り
、
審
議

の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

●
決
算
概
要

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く

と
６
億
４
０
９
８
万
円
と
な

り
ま
す
。
差
引
額
の
中
に
翌

年
度
へ
の
繰
越
財
源
と
し
て

１
億
９
６
６
０
万
円
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
差
し
引

い
た
４
億
４
４
３
８
万
円
が
黒

字
と
な
り
、
翌
年
度
に
繰
り
越

さ
れ
ま
し
た
。

令和 4年度　決算認定

地方交付税
��億����万円
（��.�％）

その他
�億����万円
（�.�％）

その他
�億����万円
（�.�％）

総務費
��億����万円
（��.�％）

衛生費
�億����万円
（��.�％）

民生費
�億����万円
（��.�％）

議会費
����万円
（�.�％）

消防費
�億����万円
（�.�％）

一般会計

歳 入
65億

3087万円

一般会計

歳 出
58億
8989万円

寄付金
��億����万円
（��.�％）

寄付金
��億����万円
（��.�％）

農林水産業費
�億����万円
（�.�％）

農林水産業費
�億����万円
（�.�％）

公債費
�億����万円
（�.�％）

公債費
�億����万円
（�.�％）

町税
�億����万円
（�.�％）

町税
�億����万円
（�.�％）

国庫支出金
�億����万円
（��.�％）

国庫支出金
�億����万円
（��.�％）

繰越金
�億����万円
（�.�％）

繰越金
�億����万円
（�.�％）

土木費
�億����万円
（�.�％）

土木費
�億����万円
（�.�％）

教育費
�億����万円
（�.�％）

教育費
�億����万円
（�.�％）

商工費
�億����万円
（�.�％）

商工費
�億����万円
（�.�％）

繰入金
�億���万円
（�.�％）

繰入金
�億���万円
（�.�％）

県支出金
�億����万円
（�.�％）

県支出金
�億����万円
（�.�％）

町債
�億����万円（�.�％）

町債
�億����万円（�.�％）

災害復旧費
�億����万円
（�.�％）

災害復旧費
�億����万円
（�.�％）

基金残高 　　　　　　　　　　　　　
基　　金　　名 ４年度末残高

財政調整基金 １６億１２８１万円
ふるさと納税基金 １０億１１５０万円
きよらの郷づくり基金 １億５２７４万円
地域福祉基金 １億５８８５万円
CATV 放送設備等整備基金 ８１２４万円
一般会計その他基金 ５４１８万円
特別会計基金合計 １億９５３６万円

合　　　　　計 ３２億６６６８万円

町債（借入金）残高 　　　　　　　　
区　　　　　分 ４年度末残高

公営住宅建設事業債 ４６１８万円
災害復旧事業債 ２億７８８２万円
教育・福祉施設等整備事業
債 ６２９０万円

一般単独事業債 ７９２３万円
過疎対策事業債 １３億４１１４万円
臨時財政対策債 １１億８６４８万円
一般会計 その他 ３３３８万円
特別会計合計 １６億３２３２万円

合　　　　　計 ４６億６０４５万円

特別会計決算
特 別 会 計 名 歳　　　入 歳　　　出 収　支　額

国民健康保険特別会計 ５億９８４７万円 ５億９２７２万円 ５７５万円
後期高齢者医療特別会計 ６６５６万円 ６６１３万円 ４３万円
介護保険特別会計 ６億６２１５万円 ６億４３２７万円 １８８８万円
水道事業特別会計 １億８４９５万円 １億３９２７万円 ４５６８万円
農業集落排水事業特別会計 ３３１２万円 ３１６９万円 １４３万円
特定地域生活排水処理事業特別会計 ２０２６万円 １９６３万円 ６３万円
公共下水道事業特別会計 １億４３５３万円 １億３９３２万円 ４２１万円

合　　　　　計 １７億　９０４万円 １６億３２０３万円 ７７０１万円
※表示単位未満四捨五入のため、合計や収支額が一致しない場合があります。

地方交付税
��億����万円
（��.�％）

その他
�億����万円
（�.�％）

その他
�億����万円
（�.�％）

総務費
��億����万円
（��.�％）

衛生費
�億����万円
（��.�％）

民生費
�億����万円
（��.�％）

議会費
����万円
（�.�％）

消防費
�億����万円
（�.�％）

一般会計

歳 入
65億

3087万円

一般会計

歳 出
58億
8989万円

寄付金
��億����万円
（��.�％）

寄付金
��億����万円
（��.�％）

農林水産業費
�億����万円
（�.�％）

農林水産業費
�億����万円
（�.�％）

公債費
�億����万円
（�.�％）

公債費
�億����万円
（�.�％）

町税
�億����万円
（�.�％）

町税
�億����万円
（�.�％）

国庫支出金
�億����万円
（��.�％）

国庫支出金
�億����万円
（��.�％）

繰越金
�億����万円
（�.�％）

繰越金
�億����万円
（�.�％）

土木費
�億����万円
（�.�％）

土木費
�億����万円
（�.�％）

教育費
�億����万円
（�.�％）

教育費
�億����万円
（�.�％）

商工費
�億����万円
（�.�％）

商工費
�億����万円
（�.�％）

繰入金
�億���万円
（�.�％）

繰入金
�億���万円
（�.�％）

県支出金
�億����万円
（�.�％）

県支出金
�億����万円
（�.�％）

町債
�億����万円（�.�％）

町債
�億����万円（�.�％）

災害復旧費
�億����万円
（�.�％）

災害復旧費
�億����万円
（�.�％）
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監査意見書（抜粋）　　　　　　　　　代表監査委員　石橋　正寿　　議選監査委員　井野　和哉
①財政健全化審査については、昨年度に比べ経常収支比率、実質公債費比率が上昇しているが概ね良好といえる。将
来負担比率については３年連続比率がゼロとなった。しかし令和４年度も前年度に引き続き、新型コロナウイルス
感染症や令和２年７月豪雨災害関連災害復旧事業、物価高騰への様々な対策や施策がとられてきた。将来大規模な
事業実施が行われる予定であり公債費、繰出金等の増加が懸念され、一般財源である財政調整基金の推移も気にな
るところである。本年度 10 億円超の実績となったふるさと納税も制度改正等により減収が見込まれている。今後
も個々の要因を分析し、抑制に向けた適正な財政管理を行っていただきたい。

②税と保険料・使用料及び負担金等の徴収については、新型コロナウイルス感染症の影響が緩和したことにより町税
等において増収となっているが、科目によっては徴収率の低下が見られる。悪質な滞納者については引き続きこれ
までのような法的措置をとるなど、徴収業務の更なる強化をお願いしたい。支払い能力が無いわけではない少額滞
納者も依然存在しており、そのような滞納者には滞納額が増える前に、口座振替制度やコンビニ納付などを積極的
に推進してもらいたい。今まで以上に担当課・局間の連携に期待する。

③歳出に多額の不用額が発生している科目が見受けられる。限られた財源の中、長期化する新型コロナウイルス感染
症や物価高騰対策などに有効活用するためにも、繰越明許などやむを得ないものもあると思うが、実施困難となっ
たものなど早めの対応が可能なものは、年度途中の減額補正など適切な財政処理を望む。

④伝票監査においては、請求書に記載される作業内容や購入内容が簡略化されたものや決裁印の漏れが見受けられた。
数量や算出根拠などが分かるよう明細等の記載をお願いしたい。また確認体制の強化を徹底し、事務処理ミスの防
止に努めてもらいたい。併せて、債権者への指導もお願いしたい。

⑤新型コロナウイルス感染症や物価高騰対策等の様々な事業が実施され、職員の負担も増加しているように思える。
今後も専門職員の確保等、職員の負担軽減対策を講じていただきたい。

　最後に、新型コロナウイルス感染症の影響がいまだ残る中、少子高齢化、原油価格・物価高騰など懸念材料が多数
存在し、その中で各種事業を実施していくには課題が山積しているように思える。より計画的かつ効果的な行財政
運営を願う。

こんなことに使われました
　令和４年度に実施された主な事業は、次のとおりです。

町民向け商品券
１億５３６６万円

（商工費）

町道改良工事
９４１９万円

（土木費）

コンビニ交付サービス
８３６万円

（総務費）

公共土木災害復旧工事
４億５４７万円

（災害復旧費）

ふるさと納税事業
５億６６６３万

（総務費）

森林資源解析業務委託
１９１４万円

（農林水産業費）

道路メンテナンス事業
２４１５万円

（土木費）

予防接種委託料
２６９０万円

（衛生費）

飼料・燃料費高騰対策
補助金　　 ４１５４万円
（農林水産業費）

人材還流促進事業
（しごとコンビニ）

２４００万円
（総務費）

中学校空調設備設置工事
６８２万円

（教育費）

価格高騰緊急支援給付金
２７０５万円

（民生費）
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令
和
５
年
８
月
18
日

第
４
回
臨
時
会　

●
補
正
予
算

　

８
月
臨
時
会
で
は
２
議
案

が

提

出

さ

れ
、

一

般

会

計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
は
、

歳

入

歳

出

予

算

の

総

額

に

４
３
２
０
万
円
を
追
加
し
、
総

額
52
億
３
８
９
４
万
円
と
な

り
、
可
決
し
ま
し
た
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
補
正
予
算

（
第
２
号
）　
　
　

原
案
可
決

　

令
和
５
年
９
月

第
３
回
定
例
会　

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

主
な
審
議

○
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州
関
連
事
業

▼
井
野
議
員　

委
託
業
者
は
ど

こ
か
。
安
全
対
策
を
含
め
町
民

へ
の
ア
ピ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

答

県
が
旗
振
り
役
と
な
っ
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。
ス
タ
ー

ト
地
点
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

費
用
と
し
て
予
算
計
上
し
た
。

委
託
先
は
テ
レ
ビ
熊
本
。
町
の

特
産
品
や
観
光
地
の
Ｐ
Ｒ
動
画

を
作
成
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
も
配
信
す
る
。
大
型
バ
ス

６
台
を
使
っ
て
１
２
０
名
ほ
ど

送
迎
し
、
開
会
式
を
盛
り
あ
げ

た
い
。
警
備
や
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
町
の
方
か
ら
主
催
者

側
に
し
っ
か
り
と
伝
え
た
い
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

▼
穴
井
秀
房
議
員　

人
件
費
の

負
担
見
直
し
と
い
う
こ
と
だ

が
、
な
ぜ
今
の
時
期
な
の
か
。

答

社
会
福
祉
協
議
会
（
事
務

局
）
に
人
件
費
の
補
助
金
と

し
て
、
７
割
程
度
に
あ
た
る

２
２
０
０
万
円
を
交
付
し
て
い

る
。
り
ん
ど
う
荘
の
利
用
料

収
入
の
落
ち
込
み
を
受
け
て
、

不
足
分
を
補
う
必
要
が
あ
り

２
０
０
万
円
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

○
広
報
・
営
業
関
連
委
託
料

▼
佐
藤
議
員　

営
業
・
広
報
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
委
託
料

と
い
う
こ
と
だ
が
、
目
的
は
。

答

委
託
先
は
㈱
Ｓ
Ｍ
Ｏ
南
小

国
。
「
黒
川
温
泉
は
知
っ
て
い

る
が
南
小
国
町
は
知
ら
な
い
」

と
、
な
か
な
か
南
小
国
町
の
Ｐ

Ｒ
が
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て

い
た
。
特
色
あ
る
名
刺
や
統
一

し
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
（
法
被
）
の

作
成
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
役

場
職
員
や
Ｓ
Ｍ
Ｏ
職
員
と
一
緒

に
生
産
者
の
方
々
に
都
市
圏

（
東
京
・
大
阪
・
福
岡
）
に
出

向
い
て
も
ら
っ
て
農
産
物
等
の

Ｐ
Ｒ
が
で
き
な
い
か
も
考
え
て

い
る
。

○
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

▼
佐
藤
議
員　

な
ぜ
、
こ
の
時

期
を
選
ん
で
打
た
れ
る
の
か
。

答

現
在
、
楽
天
㈱
と
事
業
展

開
を
考
え
て
い
る
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
力
や
観
光
関
連
デ
ー

タ
等
を
豊
富
に
持
ち
合
わ
せ
て

お
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
役
場
職
員

や
Ｓ
Ｍ
Ｏ
職
員
に
勉
強
さ
せ
た

い
。
将
来
的
に
は
包
括
連
携
協

定
も
考
え
て
い
る
。

▼
佐
藤
議
員　

デ
ー
タ
等
を
集

め
る
の
は
難
し
い
と
認
識
し
て

い
る
。
楽
天
㈱
が
持
つ
情
報
等

を
共
有
し
て
、
南
小
国
町
の
Ｐ

Ｒ
や
観
光
客
誘
致
に
つ
な
が
れ

ば
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
今
後

も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

○
町
民
向
け
商
品
券
発
行
事
業

▼
森
永
議
員　

現
金
支
給
は
考

え
な
か
っ
た
の
か
。
金
額
や
使

用
期
限
は
。

答

現
金
の
方
が
使
い
勝
手
が 

よ
い
の
は
理
解
で
き
る
が
、
生

活
支
援
だ
け
で
な
く
商
工
振
興

と
い
う
側
面
も
あ
る
。
今
回
も

町
内
事
業
者
を
限
定
と
し
た

「
く
ら
し
応
援
券
」
で
の
支
給

を
考
え
て
い
る
。
一
人
あ
た
り

２
万
円
分
、
使
用
期
限
は
来
年

の
１
月
末
日
ま
で
。
ま
た
合
わ

せ
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格
高
騰
対

応
支
援
分
と
し
て
１
世
帯
あ
た

り
６
０
０
０
円
分
の
「
く
ら
し

応
援
券
」
を
契
約
世
帯
に
支
給

す
る
。

○
飼
料
・
燃
料
費
高
騰
対
策
事
業

▼
穴
井
秀
房
議
員　

今
後
の
予

定
は
。
補
助
開
始
日
等
は
。

答

で
き
る
だ
け
早
く
開
始
し 

た
い
。
準
備
が
出
来
し
だ
い
、

広
報
や
み
な
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
周
知
を
行
う
。

（
10
月
11
日
受
付
開
始
）

▼
井
野
議
員　

昨
年
度
は
２
度

に
わ
た
り
補
助
を
実
施
し
た
。

今
回
の
補
助
内
容
は
。

答

８
項
目
（
種
苗
費
・
素
畜 

費
・
肥
料
費
・
飼
料
費
・
農
薬

衛
生
費
・
諸
材
料
費
・
動
力
光

熱
費
・
荷
造
運
賃
手
数
料
）
を

対
象
と
し
て
い
る
。
令
和
４
年

分
町
県
民
税
申
告
書
（
ま
た

は
確
定
申
告
）
の
収
支
内
訳
書

(

農
業
所
得
用)

中
、
合
計
額

の
１
割
、
上
限
額
２
０
０
万
円
。

○
保
育
園
連
絡
ツ
ー
ル

▼
森
永
議
員　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の

導
入
で
保
護
者
や
先
生
方
の
負

担
軽
減
や
利
便
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。
さ
ら
な
る
負
担
軽
減
、

利
便
性
の
向
上
に
連
絡
帳
ア
プ

リ
の
導
入
は
。

答

今
回
の
通
信
運
搬
費
の
増

額
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
利
用
件

数
に
制
限
が
あ
っ
た
た
め
、
学

校
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
「
安

心
メ
ー
ル
」
に
変
更
す
る
も

の
。
連
絡
帳
ア
プ
リ
に
つ
い
て

は
、
保
育
園
の
先
生
方
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

主な補正予算 （万円）
財政調整基金積立金 2億 219
町民向け商品券発行事業補助金 9390
飼料・燃料費高騰対策補助金 5000
観光プロモーション事業委託料 1569
南小国町広報・営業関連委託料 458
社会福祉協議会補助金 200
高齢者施設等物価高騰対策補助金 159
ツール・ド・九州関連事業委託料 121

令和５年度９月補正予算

総額4億5573万円を可決
９月補正額 補正後予算総額

一般会計 3億8285万円 56億2179万円
特別会計 7289万円 17億1665万円
 （７会計）

＊千円未満四捨五入のため合計額が一致しない場合があります。
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○
高
齢
者
施
設
物
価
高
騰
対
策

▼
井
野
議
員　

高
齢
者
施
設
等

３
法
人
に
対
す
る
補
助
金
と
い

う
こ
と
だ
が
、
補
助
割
合
等
は
。

答

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議

会
・
社
会
福
祉
法
人
昭
寿
会
・

居
宅
介
護
支
援
事
業
所 

銀
の

鈴
に
対
し
て
補
助
金
交
付
す
る

も
の
。
同
様
の
補
助
制
度
を

行
う
県
の
算
定
基
準
に
準
拠
。

（
社
協 

11
万
２
０
０
０
円
、
昭

寿
会 

１
４
２
万
１
０
０
０
円
、

銀
の
鈴 

５
万
６
０
０
０
円
）

＊
高
齢
者
施
設
等
物
価
高
騰
対

策
補
助
金
と
は
。

「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の

物
価
高
騰
に
よ
る
上
昇
分
を
利

用
者
等
に
転
嫁
で
き
な
い
高
齢

者
施
設
等
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
」

●
令
和
４
年
度
決
算

◆
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
、

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

（
７
会
計
）

主
な
審
議

○
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
運
用

▼
佐
藤
議
員　

現
在
、
町
か
ら

の
一
方
通
行
の
情
報
発
信
し
か

な
い
。
双
方
向
、
町
民
の
声
が

届
け
ら
れ
る
よ
う
な
機
能
を
拡

大
す
る
考
え
は
。

答

始
め
て
間
も
な
い
部
分
が

あ
る
。
ま
ず
は
町
の
情
報
発
信

を
中
心
に
考
え
て
い
き
た
い
。

加
入
者
数
も
増
や
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
双
方
向
の
情
報
発

信
な
ど
機
能
拡
大
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
て
い
く
。

○
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ

▼
北
里
議
員　

人
手
不
足
解
消

と
な
る
施
策
と
思
う
が
、
実
施

状
況
は
。

答

現
在
、
70
名
程
度
が
登
録
。

仕
事
の
依
頼
状
況
も
旅
館
、
農

業
関
係
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。
事
業
者
か
ら
の
応
募
数
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
も
あ

り
、
広
報
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。
業
務
形
態
は
あ
く
ま
で

委
託
契
約
と
な
り
、
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
的
な
仕

事
の
斡
旋
は
で
き
な
い
。

○
コ
ン
ビ
ニ
納
付

▼
穴
井
則
之
議
員　

非
常
に
便

利
で
助
か
っ
て
い
る
方
も
多
い

と
思
う
。
利
用
割
合
は
。

答

８
月
末
現
在
、
送
付
し
た

納
付
書
総
枚
数
に
対
す
る
コ
ン

ビ
ニ
納
付
の
割
合
は
27
％
。

○
小
国
郷
地
域
公
共
交
通

▼
佐
藤
議
員　

に
じ
バ
ス
は
運

賃
収
入
が
運
行
経
費
の
５
％
程

度
。
町
と
し
て
は
タ
ク
シ
ー
利

用
費
助
成
事
業
を
拡
大
し
た
方

が
町
民
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で

は
。
ま
た
、
小
国
郷
ラ
イ
ナ
ー

（
朝
・
夕
１
往
復
、
小
国
郷
と

肥
後
大
津
駅
を
結
ぶ
便
。
１
・

２
月
を
除
く
10
ヶ
月
運
行
）

は
運
賃
収
入
が
運
行
経
費
の

17
％
。
今
後
期
待
で
き
る
台
湾

等
か
ら
の
観
光
客
を
、
小
国
郷

へ
誘
致
す
る
よ
う
な
取
組
強
化

を
す
べ
き
で
は
。

答

に
じ
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
利

用
券
の
相
互
利
用
を
期
待
し
た

が
、
に
じ
バ
ス
が
低
調
な
の
は

事
実
。
小
国
郷
ラ
イ
ナ
ー
の
運

行
を
拡
大
す
る
の
も
ひ
と
つ
の

方
策
と
考
え
る
。
小
国
町
と
協

議
し
な
が
ら
今
後
の
在
り
方
を

模
索
し
て
い
き
た
い
。

○
就
学
援
助
制
度
・
学
校
給
食
費

▼
森
永
議
員　

学
校
給
食
費
で

収
入
未
済
額
（
滞
納
額
）
の
原

因
は
。
就
学
援
助
費
は
入
学
準

備
の
た
め
に
、
前
倒
し
支
給
は

で
き
な
い
か
。
ま
た
様
々
な
食

材
等
が
値
上
が
り
し
て
い
る

が
、
給
食
費
へ
の
影
響
は
。

答

前
年
の
所
得
情
報
が
必
要

で
あ
り
、
６
月
に
認
定
を
行

い
、
７
月
に
支
給
し
て
い
る
。

（
４
・
５
・
６
月
分
を
合
わ
せ
て

支
給
）
収
入
未
済
額
に
つ
い
て

は
、
口
座
振
替
時
の
残
高
不
足

が
原
因
。
現
在
は
完
納
し
て
い

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
給
食
費

の
値
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

○
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
設
備

▼
穴
井
則
之
議
員　

導
入
実
証

事
業
補
助
金
と
し
て
５
０
０
万

円
支
出
し
た
が
、
実
施
状
況
は
。

答

交
付
先
は
㈱
Ｓ
Ｍ
Ｏ
南
小

国
、
湯
田
地
区
北
二
又
に
設

置
。
有
害
鳥
獣
対
策
用
の
電
柵

や
電
気
製
品
の
電
力
源
と
し
て

活
用
。
今
後
、
運
用
・
実
績
デ
ー

タ
を
取
り
ま
と
め
、
事
業
推
進

や
補
助
制
度
の
創
設
が
可
能
か

判
断
し
て
い
き
た
い
。

▼
下
城
議
員　

過
去
に
も
、
小

水
力
発
電
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
デ
ー
タ
等
の
蓄
積
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
新
た
に
取
り

組
む
目
的
、
め
ざ
す
ゴ
ー
ル
は
。

答

町
と
し
て
は
、
化
石
燃
料

に
代
わ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

（
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
導
入

補
助
金
）
、
太
陽
光
発
電
設
備

等
導
入
促
進
事
業
補
助
金
を
創

設
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
推
進
を
行
っ
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
も
そ
の
ひ

と
つ
。
今
回
の
実
証
事
業
の

デ
ー
タ
等
を
踏
ま
え
、
有
効
な

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
得
る

の
か
判
断
し
た
い
。

▼
下
城
議
員　

南
小
国
の
河
川

等
で
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

撤
退
す
る
勇
気
も
必
要
で
は
。

●
人　

事

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
　

千
光
寺　

橋
本　

和
香
美
氏

同
　
　
意

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　

平　
　
　

嶋
﨑　

俊
秀　

氏

同
　
　
意 湯田地区（北二又）に設置された

マイクロ水力発電設備

利用者数が伸び悩む “ にじバス ”

町からの LINE 発信
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問　

世
界
農
業
遺
産
や
観
光
等

の
背
景
で
あ
り
、
ま
た
食
糧
安

保
の
た
め
に
も
厳
し
い
情
勢
が

続
く
農
業
を
守
る
こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
後

継
者
は
お
ら
ず
耕
作
放
棄
地
が

増
え
、
害
獣
が
闊
歩
す
る
町
に

な
る
。

　

一
部
の
農
業
法
人
組
織
等
は

あ
る
が
、
未
組
織
地
や
山
間
部

の
農
業
等
を
公
社
的
組
織
を
つ

く
り
後
継
者
を
育
て
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長　

公
社
に
つ
い
て
は
県
内

で
は
経
営
状
態
が
良
く
な
い
。

既
存
農
事
組
合
法
人
、
営
農
組

織
等
に
対
す
る
町
の
補
助
金
で

そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
け
る
の

で
は
と
思
う
。
ま
た
、
㈱
Ｓ
Ｍ

Ｏ
南
小
国
の
「
し
ご
と
コ
ン
ビ

ニ
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
人
手

不
足
が
解
消
出
来
る
の
で
は
な

い
か
。
私
と
し
て
も
第
一
次
産

業
を
ど
う
に
か
盛
り
上
げ
た
い

と
思
う
の
で
、
町
に
適
し
た
持

続
可
能
な
政
策
を
見
出
し
た

い
。

穴井　秀房　議員

Ｑ厳しい情勢が続く農業を、産業
公社等を設立し守れないか？

Ａ町に適した持続可能な施策を見
出したい

問
　
公
立
病
院
に
お
い
て
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
車
が
導
入
さ
れ

る
。
メ
リ
ッ
ト
と
通
院
患
者
以

外
も
利
用
可
能
か
。
運
行
運
用

に
お
い
て
多
く
の
町
民
が
利
用

し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
欲
し

い
。

町
長
　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
車
を

利
用
す
れ
ば
、
通
院
の
交
通
費

や
時
間
に
余
裕
が
生
ま
れ
る
。

当
初
は
受
診
患
者
が
対
象
。
巡

回
診
療
の
場
所
は
意
見
を
発
信

し
て
い
く
。

問
　
町
内
に
お
い
て
サ
テ
ラ
イ

ト
診
療
所
の
開
設
計
画
は
あ
る

の
か
。

町
長　

計
画
等
は
な
い
。

問　

医
療
を
守
る
準
備
が
必

要
。
検
討
を
始
め
る
時
期
に
あ

る
と
思
う
。

町
長　

将
来
的
に
無
医
療
地
域

に
な
ら
な
い
よ
う
に
関
係
者
と

協
議
し
な
が
ら
、
医
療
体
制
の

存
続
へ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
考

え
て
い
く
。

問
　
４
年
前
に
も
質
問
が
あ
っ

た
。
今
も
同
じ
考
え
か
。
統
合

を
考
え
る
条
件
は
あ
る
か
。

町
長
　
現
段
階
で
は
３
校
を
維

持
し
て
い
き
た
い
。
１
、２
人

の
入
学
者
が
続
け
ば
、
統
合
を

議
論
し
て
い
く
。

問
　
子
ど
も
の
数
は
減
少
し
て

い
る
。
５
年
後
入
学
者
が
１
人

の
学
校
も
出
て
き
そ
う
。

教
育
長　

県
が
進
め
る
教
育

は
、
個
別
の
学
び
と
共
同
の
学

び
。
共
同
の
学
び
に
お
い
て
、

少
人
数
は
マ
イ
ナ
ス
。
保
護

者
、
地
域
を
含
め
て
検
討
し
て

い
く
。

問
　
小
学
校
の
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
議
論
を
始
め
る
時

期
に
来
て
い
る
の
で
は
。
児
童

数
を
増
や
す
取
組
、
山
村
留
学

や
孫
ち
ゃ
ん
留
学
を
取
入
れ
て

は
ど
う
か
。

町
長　

協
議
会
設
置
に
関
し
て

は
や
る
べ
き
。
子
育
て
環
境
の

中
で
の
学
校
の
在
り
方
を
考
え

る
時
期
に
来
て
い
る
。

佐藤　毅　議員

Ｑ 
公立病院と今後の医療体制は？

Ａ 
連携体制を構築し存続をめざす

Ｑ 
３小学校、これからも維持？

Ａ 
３校を維持していきたい

補助制度活用して設置した電気柵補助制度活用して設置した電気柵

町内の遊休農地の現状町内の遊休農地の現状
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問　

中
長
期
的
な
次
世
代
に
残

す
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
は
あ
る

の
か
。

町
長　

10
年
間
の
総
合
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。
ま
た
住
宅
に

つ
い
て
は
団
地
ご
と
の
方
針
を

再
計
画
す
る
。
公
共
下
水
道
に

お
い
て
は
一
部
設
備
が
完
了
し

て
い
る
。

問　

下
水
道
事
業
は
一
部
完
了

と
の
こ
と
だ
が
、
特
に
観
光
客

の
集
中
す
る
黒
川
地
区
の
下
水

道
計
画
や
公
営
住
宅
の
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
総
合
計
画

に
盛
り
込
ん
で
い
る
の
か
。

建
設
課
長　

公
共
下
水
道
に
関

し
て
、
現
在
黒
川
地
区
は
旅
館

等
事
業
者
の
合
併
浄
化
槽
で
の

対
応
が
主
だ
が
、
下
水
道
の
整

備
は
生
活
ラ
イ
ン
の
基
盤
で
も

あ
る
た
め
、
住
民
の
意
思
や
意

見
も
踏
ま
え
協
議
し
て
い
き
た

い
。
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
長

寿
命
化
計
画
を
視
野
に
検
討
を

進
め
る
。

議
員　

ぜ
ひ
総
合
計
画
に
加
え

て
前
向
き
に
協
議
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

北里　桂一　議員

Ｑ 
次世代に残せるまちづくりは？

Ａ 
10年間の総合計画を策定している

問　

今
日
の
水
害
の
特
徴
は
線

状
降
水
帯
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
町
と
し
て
こ
の
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。
私
は
自
分
事

と
し
て
町
発
行
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
自
分
の
住

む
地
域
の
防
災
探
検
を
し
て
み

て
は
ど
う
か
と
思
う
。
見
え
て

く
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

町
長　

町
と
し
て
災
害
か
ら
命

を
守
る
た
め
、
毎
年
自
主
防
災

組
織
と
合
同
で
防
災
訓
練
等
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
議
員
提

案
の
防
災
探
検
も
、
防
災
訓
練

の
内
容
の
一
つ
と
し
て
自
主
防

災
組
織
に
実
施
を
促
し
た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
令
和
６
年

度
に
最
新
の
情
報
に
更
新
し
た

も
の
を
作
成
し
、
配
布
予
定
。

問　

河
川
に
は
か
な
り
の
堆
積

物
が
あ
り
、
除
去
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
予
防
的
措
置
と
し

て
、
早
め
に
対
処
す
れ
ば
被
害

軽
減
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

建
設
課
長　

河
川
掘
削
を
含
め

町
内
の
各
河
川
の
改
修
工
事
は

県
庁
へ
町
長
と
陳
情
に
行
き
要

望
等
し
て
い
る
。
災
害
復
旧
事

業
等
を
含
め
今
後
も
努
力
す

る
。

問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

網
・
衛
星
通
信
な
ど
、
今
後
の

計
画
は
。

町
長　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

網
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
施
策

を
講
じ
て
い
る
が
、「
ま
だ
ま

だ
遅
い
」と
い
っ
た
声
が
あ
る
。

予
算
を
含
め
必
要
な
対
策
を
実

施
し
て
い
く
。
衛
生
通
信
は
内

容
や
予
算
面
か
ら
多
面
的
に
協

議
す
る
。

問　

具
体
的
に
い
つ
ど
こ
で
遅

く
な
る
か
の
調
査
や
通
信
業
界

の
進
化
に
呼
応
し
た
施
策
や

ネ
ッ
ト
改
善
で
き
る
手
段
等
を

町
が
町
民
に
対
し
て
情
報
提
供

し
て
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

最
新
の
ス

ペ
ッ
ク
に
改
善
す
る
前
に
ま
ず

は
、
元
々
の
原
因
を
解
明
で
き

る
よ
う
に
調
査
し
て
い
く
。
町

民
に
対
し
て
は
、
ネ
ッ
ト
改
善

に
資
す
る
情
報
提
供
等
前
向
き

に
検
討
す
る
。

議
員　

今
後
は
自
動
運
転
や
ド

ロ
ー
ン
運
搬
に
対
処
す
る
た
め

に
も
、
衛
星
放
送
を
含
め
様
々

な
方
法
を
模
索
し
て
欲
し
い
。

後藤　六男　議員

Ｑ 
攻めの防災と考動する防災！

Ａ自主防災組織と合同で防災訓練
を実施している

Ｑ 
今後のＷｉ－Ｆｉ等の通信網は？

Ａ 
必要な施策を実施していく

現在の総合防災マップ（ハザードマップ）現在の総合防災マップ（ハザードマップ）

復旧・復興が進む令和２年７月豪雨災害の各現場復旧・復興が進む令和２年７月豪雨災害の各現場
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問　

祖
先
か
ら
受
け
継
が
れ
て

き
た
自
然
や
景
観
を
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
中
で
、
町
と

し
て
は
ど
の
よ
う
な
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

大
規
模
な
太
陽
光
発
電

と
か
で
は
な
く
、
一
般
家
庭
の

屋
根
に
あ
る
ソ
ー
ラ
ー
発
電
や

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
自
然
・

景
観
に
配
慮
し
た
取
組
を
考
え

て
い
る
。

問　

新
た
な
条
例
の
制
定
や
町

と
し
て
、
自
然
環
境
の
維
持
の

た
め
に
「
大
規
模
開
発
は
さ
せ

な
い
」
と
い
っ
た
ア
ピ
ー
ル
を

し
て
い
く
こ
と
も
大
事
で
は
。

町
長　

条
例
に
つ
い
て
は
、
他

市
町
村
の
情
報
も
収
集
し
て
制

定
も
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

関
係
課
と
も
協
議
し
対
外
的
な

ア
ピ
ー
ル
だ
け
で
な
く
て
、
町

内
へ
の
ア
ピ
ー
ル
も
行
っ
て
い

く
。

井野　和哉　議員

Ｑ再生可能エネルギー開発、町とし
ての対応は？

Ａ乱開発にならないよう、他町村
とも連携を取り対応していく

森永　一美　議員

Ｑ子育て世帯により一層寄り添っ
た支援制度を！

Ａ役場内に子育てプロジェクトチーム
を立ち上げ、支援制度を考えていく

補助事業を活用して設置された太陽光発電設備補助事業を活用して設置された太陽光発電設備

大規模太陽光発電（メガソーラー）大規模太陽光発電（メガソーラー）再生可能エネルギー（風力発電）再生可能エネルギー（風力発電）

Ｑ町の産業構造に合わせて、小中
学生に平日の家族旅行休暇を！

Ａ 
慎重に検討していく

問
　
妊
娠
出
産
を
さ
れ
る
子
育

て
世
帯
の
生
活
に
今
後
よ
り
一

層
寄
り
添
う
た
め
、
以
下
４
点

尋
ね
る
。
①
健
診
等
に
か
か
る

費
用
の
補
助
創
設
。
阿
蘇
地
域

で
出
産
で
き
る
産
院
が
な
く
な

り
、
出
産
場
所
が
遠
く
な
っ
た
。

妊
婦
さ
ん
の
状
態
に
よ
っ
て
は

出
産
予
定
日
近
く
に
な
っ
た
ら

産
院
近
く
に
住
む
こ
と
も
あ

る
。
一
時
的
な
住
居
費
用
や
産

院
独
自
の
検
査
等
で
手
出
し
す

る
分
に
対
し
て
、
柔
軟
に
対
応

で
き
る
補
助
創
設
を
。
②
南
小

国
版
ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
創
設
。

生
ま
れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
へ
の

お
祝
い
と
し
て
、
協
賛
や
特
産

品
等
を
詰
め
合
わ
せ
た
ベ
ビ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

③
産
後
ケ
ア
事
業
の
更
な
る
周

知
を
。
④
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
が
事
業
廃
止
と
な
っ
た
が
、

未
就
園
児
を
一
時
的
に
預
け
ら

れ
る
場
所
は
必
要
な
の
で
は
。

町
長　

①
②
役
場
内
に
子
育
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
る
。南
小
国
版
ベ
ビ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
創
設
も
含
め
、
支
援
制

度
の
充
実
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
。
③
妊
娠
届
時
や
乳
児
全

戸
訪
問
時
に
積
極
的
に
紹
介
し

て
い
る
。
④
相
談
窓
口
を
社
協

に
残
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

適
宜
対
応
し
て
い
く
。

問
　
本
町
の
就
業
者
の
内
、
宿

泊
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
す

る
方
の
割
合
は
約
29
％
（
全

国
平
均
5.6
％
）。
価
値
観
や
働

き
方
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も

多
様
化
し
て
お
り
、
町
と
し
て

２
点
の
対
応
が
必
要
で
は
な
い

か
。
①
役
場
職
員
の
副
業
解
禁

②
小
中
学
生
に
平
日
の
家
族
旅

行
休
暇
を
設
け
て
は
。
観
光
業

は
平
日
が
休
み
と
な
る
こ
と
が

多
く
、
子
ど
も
と
休
み
が
合
い

に
く
い
。
観
光
業
に
従
事
さ
れ

る
方
が
子
ど
も
と
ゆ
っ
く
り
と

向
き
合
う
時
間
を
取
る
た
め
に

も
、
旅
行
を
通
し
た
経
験
や
学

び
を
提
供
す
る
た
め
に
も
、
平

日
の
家
族
旅
行
推
進
を
し
て

は
。
休
み
が
分
散
化
す
れ
ば
、

観
光
の
平
準
化
に
も
繋
が
る
。

町
長　

①
先
進
自
治
体
の
検
証

結
果
を
み
て
い
く
。
②
児
童
生

徒
の
学
び
の
保
障
も
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
。
学
校
現
場
へ
聞

き
取
り
な
ど
を
し
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。
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下城孔志郎　議員

Ｑ 
社会資本の整備は？

Ａ 
総合的かつ長期的に計画していく

問　

安
全
に
食
べ
ら
れ
る
の
に

包
装
の
破
損
や
過
剰
在
庫
、
印

字
ミ
ス
な
ど
の
理
由
で
流
通
に

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
食
品
な

ど
を
、
企
業
や
農
家
な
ど
か
ら

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
施
設
や
団

体
、
食
事
に
困
っ
て
い
る
方
々

な
ど
へ
無
償
で
提
供
す
る
フ
ー

ド
バ
ン
ク
の
充
実
を
図
っ
て
は

ど
う
か
。

町
長　

現
在
、
南
小
国
町
社
会

福
祉
協
議
会
も
生
活
困
窮
者
へ

の
食
品
の
配
布
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
取
組
を
広
げ
て
い
く

に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
食
品
管
理

で
は
な
い
か
と
思
う
。
課
題
を

明
確
に
し
て
考
え
る
。

問　

家
庭
菜
園
の
余
り
な
ど
、

野
菜
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
で
き

な
い
か
。

町
民
課
長　

ど
の
よ
う
な
課
題

が
あ
る
か
そ
の
整
理
か
ら
始
め

た
い
。

問　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
利
用
し

た
「
こ
ど
も
食
堂
」
は
で
き
な

い
か
。

町
長　

で
き
た
ら
い
い
と
思
う

が
、
運
営
主
体
な
ど
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

穴井　則之　議員

Ｑ 
フードバンクの充実を！

Ａ 
課題を明確にして考える

社協に備蓄されている生活困窮者用の食品等社協に備蓄されている生活困窮者用の食品等

Ｑ 
農村ＲＭＯについて！

Ａ 
有効性を判断していく

問　

水
道
管
は
敷
設
後
50
～
60

年
経
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と

思
う
が
、
こ
れ
は
土
の
酸
性
土

等
に
よ
っ
て
新
し
い
か
ら
腐
食

が
遅
い
と
い
う
も
の
で
な
い
。

全
国
の
他
の
自
治
体
で
は
Ａ
Ｉ

や
衛
星
に
よ
る
破
損
・
破
裂
の

予
測
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
本
町
で
の
取
組
を
お
伺
い

し
た
い
。

町
長　

各
種
配
管
材
料
に
お
い

て
、
敷
設
後
40
年
を
経
過
し
て

い
る
も
の
は
１
万
１
３
２
５
ｍ

あ
り
、
耐
用
年
数
を
超
え
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
現
在
行
っ
て

い
る
南
小
国
町
簡
易
水
道
基
本

計
画
、
変
更
認
可
設
計
業
務
委

託
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
か
つ

長
期
的
に
計
画
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問　

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
と
は
地
域
運

営
組
織
の
略
で
、
農
業
者
や
そ

の
組
織
・
自
治
会
・
社
会
福
祉

協
議
会
・
公
民
館
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

の
組
織
が
連
携
し
、
今
後
の
地

域
の
在
り
方
を
協
議
し
行
動
す

る
組
織
。
少
子
高
齢
化
の
中
で

こ
の
よ
う
な
組
織
づ
く
り
が
ま

す
ま
す
必
要
と
な
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
町
の
考
え
を
お
尋
ね

し
た
い
。

町
長　

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
よ
う
な

自
分
た
ち
の
地
域
を
自
ら
が
考

え
、
行
動
す
る
と
い
っ
た
組
織

体
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
、農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
が
機
能
し
、

成
功
し
て
い
る
事
例
や
う
ま
く

機
能
し
て
い
な
い
事
例
等
を
視

察
し
、
南
小
国
町
で
の
農
村
Ｒ

Ｍ
Ｏ
の
有
効
性
を
判
断
出
来
れ

ば
と
思
う
。

農村 RMO（Region Management Organization）農村 RMO（Region Management Organization）
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総務文教常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　穴井　則之

　総務文教常任員会は活動の中で、学校教
育の重要性を認識し各小学校と中学校を訪問
させていただきました。
　学校経営の概要説明、意見交換、授業参観、 
給食の試食等大変意義のある訪問となりました。
　町教育委員会がかかげる努力目標とは別に
各学校ごとに学習、生活の目標を定め確実に
成果を上げていて、子供たちや先生方の努力
の様子がうかがえました。
　特にどの学校もＩＣＴの活用はもちろんのこ
と、小規模校ならではの教育を十二分に発揮
して、全国共通テストでは全国平均を上回る
成績を収め素晴らしい結果をだしています。
　今回の訪問で、町の将来を担う素晴らしい
子どもたちが育っていることを確信することが
できました。
　また、議会としても今後の学校教育に惜しま
ない協力が必要とあらためて認識した次第です。

経済建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　穴井　秀房

　9 月定例会において経済建設常任委員会
に付託されました、町道 131 号手形野線の
旧道トンネル部分を廃道としたうえで新た
に現道部分を再認定する案につきまして、
９月 13 日に現場検証を行い、全委員一致の
うえ、提案どおり可決すべきことと決定し
ました。
　旧道トンネルは、大字満願寺字手形野地
内に位置する手形野トンネルの真上にあり
ます。
　この旧道トンネルは現在は使用されてお
らず、安全管理や維持費用の点からも廃道
とすべきとなったものです。
　今後、町道に現状の確認出来ない路線も
ありますので、見直し等が必要になると思
われます。

” 積極的に手があがる ” 授業の様子

南小国町道の現況
路 線 数：２８５路線
実 延 長：３１７．８１３㎞
舗装延長：１６９．６４７㎞
歩道延長：　１６．７１７㎞
管 理 橋：１３７橋
トンネル：２本

10 月４日 小学校訪問の様子

９月 13 日　旧手形野トンネル現地視察の様子
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令和５年　議会日誌

8
　
　
月

2 奨学生選考委員会
18 第４回臨時会
22 県町村議長会正副議長研修会　　　　　　　　　　　（写真①）
23 国道２１２号改修促進期成会定例総会
25 県町村議長会新議員研修会
26 阿蘇瀬の本高原マラソン大会
29 熊本・阿蘇幹線道路整備促進期成会通常総会

9
　
　
月

2 消防団通常点検
5 議会運営委員会
8 熊日金婚夫婦表彰式

12～15 第３回定例会
15 議会広報調査対策特別委員会
16 ＪＡ阿蘇小国郷畜産共進会
19 台湾経済院視察訪問団来町　　　　　　　　　　　　（写真②）
24 中九州横断道路 大津熊本道路着工式（合志～熊本）
25 小国公立病院議会
26 表彰審査会

27～29 阿蘇市町村議会議長研修会
30 福井県池田町行政視察来庁

10
　
　
月

1 「きよらの郷」防犯少年柔道大会
4 総務文教常任委員会（学校訪問）
6 県町村議長会議員研修会（オンライン）　　　　　　　（写真③）

12 総務文教常任委員会（学校訪問）
13 在熊阿蘇ふるさとの会 「かたらんネ！阿蘇２０２３」
16 きよら祭り
20 議会広報調査対策特別委員会
26 阿蘇広域議会定例会
27 議会広報調査対策特別委員会

阿蘇市町村議会議員研修会
31 県町村議長会第２回監事会

「森林・林業・林産活性化九州大会」

写真②

写真①

写真③

議会改革　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　井上　則臣

　この度の議会議員改選から早いもので、６ヶ月が経とうとしてます。今回の改選で
は、無投票の結果になりました。町民の皆様の審判を受けずに新体制が発足致しまし
た。
　議会は町の未来を開き、町民の皆様の安心・安全ために、より良い町づくりをめざ
す場です。
　二元代表制の議会が、町民の皆様にわかりやすく、緊張感と真剣さに満ちた議会に
したく、反問権と一般質問における一問一答方式を全員協議会にて協議し決定致しま
した（今年 12 月定例会から実施）。また、委員会の内容充実の観点からも、執行部
への提案を含め活発な活動を委員長・委員の皆様が真剣に活動を始めています。
　一歩一歩ではありますが、町民の皆様や町執行部と共に進んでまいりますので皆様
のご支援、ご協力の程お願い申し上げます。宜しくお願い致します。

＊反問権とは・・・議会の会議において議員からの質問や質疑の趣旨、背景、根
拠、考えなどを確認するため、町長や町の職員が議員に質問すること。

＊一問一答方式とは・・・議員が 1 つの質問事項を質問した後、町長などがそ
の質問事項について答弁を行い、その後に次の項目を質問します。
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今
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。
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下
しもじょう

城　淳
じゅんじ

司さん
自然が魅せる美しい感動を皆さんにも…
来る人を自然と共にもてなす秘密の渓谷管理人

プロフィール
農業歴 45 年、2020 年よりマゼノ渓谷の事業代表を務める。
マゼノ渓谷は年に２回しか一般開放されないことから “秘密の渓谷” と
も呼ばれ、国内外から多くの観光客が訪れる人気スポットとなっている。
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春の一般開放中はまばゆい新緑

が見る人をたのしませてくれる

コロナ禍で町観光協会と始めた

１日１組限定 「貸切プラン」 も好

評を得た

今年の紅葉時期の一般開放は

10月21日から11月23日を

予定
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